
 
 
 
 
 
 
 

　あけましておめでとうございます。今年の年末年始は、天候にも恵まれ比較的穏やかな毎日で

スタートしましたが、１月６日に山陰地方の鳥取、島根を中心に震度５強の地震が発生しました。け

がをされた方や建物の損壊等の被害が出ています。２年前の正月には能登半島地方を中心とし

た最大震度７を観測した地震が発生しました。石川県では現在も約１万９千人が仮設住宅で生

活されていると伝えられています。住宅や道路、ライフラインの復旧は人手不足や資材高騰で工事

が進んでいないようです。1月はここ数年は災害や事故等が多かったように思います。今年は平和

な１年になることを願っています。 

 

　 私は今年の正月もＴＶで箱根駅伝を視聴しました。今年も青山学院大学が往路、復路ともトッ

プでゴールし、大会新記録での総合優勝という結果でした。正月2日、3日の話題というか、ＴＶで

も長時間放映され注目度の高い大会ですが、「また青学か、ホンマ強いなあ」とか「関東の大学

だけ注目されてるな」と思って見ていました。（選手の力走、頑張りは素直にたたえています。）昨

年、プロ野球では阪神タイガースがセリーグで優勝し、関西が盛り上がりました。サッカーの奈良

クラブやバスケットボールのバンビシャス奈良が、奈良県のプロチームとして頑張ってくれていま

す。スポーツの力は大きく、感動や希望を与えてくれます。今年は２月にイタリアでミラノ・コルティナ

冬季オリンピック、３月は野球のワールド・ベースボール・クラッシック、６月はサッカーのワールドカ

ップ、9月にはアジア競技大会が愛知県で開催されます。選手の活躍、スポーツの力に期待したい

ですね。　  

 

  ３学期、皆さんに伝えたい言葉は「切磋琢磨」です。意味は「学問や人徳を一層磨き上げるこ

と、友人同士が励まし合い競い合って共に成長すること」です。始業式では、全校生徒の皆さんで

いい刺激、影響を与えあってほしいという話をさせてもらいました。３学期は一人一人が自分を見

つめ直し、自分をどのように成長させていくか、自分をどのように磨いていくかを考えてほしいと思

います。3年生はいよいよ受験を迎えます。今までの頑張りの成果を落ち着いて発揮してください。

入試という緊張の日々が続くと思いますが、自分を信じて頑張ってほしいと思います。皆さんは一

人ではありません。学校には皆さんを支えてくれる先生方がいます。困ったときや判断に迷ったとき

は先生方に相談してください。担任の先生、各学年の先生、部活動の顧問の先生や保健室の先

生、またスクールカウンセラーの先生を含めて東中にはたくさんの先生方やスタッフがいます。皆さ

んをしっかりサポートしていきたいです。共に頑張りましょう。 
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校長　増田一成

香芝東中学校

学校だより

   　　　　　　　　

　　　　　　　　　    始業式、登校時の様子（昨年末に体育館にもエアコンを設置していただきました。） 

　 今年もまもなく１月１７日を迎えます。阪神淡路大震災から３１年になります。冒頭にも書きま

した２年前の能登半島地震でも、たくさんの命が奪われています。当日、クラスでは命の尊さに

ついて話をしてもらう予定です。教職員の中には震災を直接経験していない世代が増えてきま

した。伝えていくこと、継承していくことの大切さや必要性を感じています。人権教育部の「なか

ま」にも書かれています。全校生徒に配布する予定をしていますのでご一読ください。この震災

での犠牲者は、６４３４人と伝えられています。２０１１年に起こった東日本大震災では、津波など

で２万２３１２名が死亡、行方不明と伝えられています。自然災害を避けることは難しかもしれま

せんが、命を守る備えや心構えは必要です。世界に目を向けると、今も続いているロシアのウク

ライナ侵攻での犠牲者は両国で１０0万人以上との報道があります。イスラエルとパレスチナの

紛争による中東情勢も停戦には入りましたが、今も空爆などの攻撃があり、民間人が人質にな

ったり、病院が攻撃されたりして、たくさんの人が亡くなっています。これらの戦争や紛争では、各

国の発表が正確でない部分や実態が分からない部分があり、正確な死者数は把握できないと

のことです。犠牲者の数だけでなく、負傷した人や被害に遭った人を含めると何倍になるのでし

ょうか。一発のミサイルで、一瞬にしてたくさんの命が奪われ、赤ちゃんや子どもまでが犠牲にな

っています。世界中で起こっているこれらの戦争や紛争、武力誇示など、軍事に係るお金を、貧

困の解消や教育を含めたことに使えたなら、たくさんの人が豊かになり、幸せになるはずです。

国連ではＳＤＧｓが叫ばれ、地球規模での環境問題への取組や、持続可能な社会の実現が掲

げられていますが、この状況を変えていくことはできていません。命を大切にする人権教育を進

め、子どもたちのために、平和で豊かな社会をつくっていくことが私たち大人の責務であると思

います。令和８年、気持ちを新たに頑張りますので、よろしくお願いします。　 　  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 東風（こち）、次回に続く



 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


